
辰野町農業委員会総会議事録 

 

1. 開催日時 令和 6 年 6 月 3 日（月）午前 9 時 30 分から午前 10 時 46 分 

 

2. 開催場所 2 階 大会議室（第 6） 

 

3. 出席委員（12 人） 

 会長         １番 宮島 勇 

 会長職務代理者  ２番 野澤 典生 

 農業委員      ３番 青木 博子 

             ４番 飯澤 誠 

             ５番 小野 耕一 

             ６番 上島 栄子 

             ７番 赤羽 秀介 

 推進委員         春日 昭利 

                立澤 富朗 

                大井田 亨 

                小松 英幸 

                有賀 則幸 

 

4. 欠席委員（2 人）    根橋 俊夫 

                瀬戸 真一 

 

５.議事日程 

   議案第 1 号 農地法の規定に基づく許可について《諮問案件確認》 

 

   議案第 2 号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

 

   議案第 3 号 農地利用集積計画(農地中間管理事業)について 

 

   議案第 4 号 農地利用配分計画(案)について 

 

   議案第 5 号 非農地の承認について 

 

報告事項  農地法第 4 条の規定による農地を農業用施設に供することの届出 

 



６.その他 

 

７.農業委員会事務局職員 

  事務局長   役場産業振興課長 岡田 圭助 

  事務局次長  役場産業振興課補佐兼農政係長 田中 博 

           役場産業振興課農政係 中澤 貴子 

 

８.会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます。先日は大変ありがとうございました。また、お忙しい中お集まりいただ

きましてありがとうございます。本日、瀬戸委員と根橋推進委員が事前に欠席のご連絡をいただい

ておりますのでご了承お願いします。 

 定刻より若干早いですが、予定の皆さんお集まりいただきましたので、ただいまより次第に沿って

会議の方進めていきたいと思いますのでお願いいたします。それでは開会を野澤職務代理お願い

します。 

 

（開会） 

＜野澤職務代理＞ 

おはようございます。先週一週間雨が続いちゃって、私も田んぼに除草剤を撒いたんですが、い

つもは田んぼの水がなくなって心配するんですが、今年は水の心配をしなくていい。ただちょっと涼

しいので生育の方ちょっと心配ではあります。これから地域計画の事やいろいろお忙しいですけど

今日は慎重審議よろしくお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

おはようございます。今朝携帯の方からの緊急地震情報ということででかい音がして、本当にび

っくりして身構えていたんですが、ほとんど揺れがなかったということでよかったと思います。そういう

自然災害みたいなものはまたいろいろあると思いますけど、お互いに注意したいと思います。 

それから先日の歓送迎会親睦会兼ねてやりましたけれども瀬戸さんからいただいた、瀬戸さんと

こで作ったお米を小野酒造の方へ納めて、そのお米で品新種を作ったということでいただきまし

た。皆さんで飲んでいただきましたけれども、大変飲みやすく美味しいお酒であり、皆さんも美味し

かったと言っていたようですので、ぜひ買って飲んでいただきたいと思います。 

また地域計画につきましては現在意向調査が実施されております。少しずつ提出をされていると

は思いますけれども、これをもとに目標地図というものをまず作るということに専念して、お互いに協

力し合ってやっていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 



（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

議事録の署名委員ですけれども 3 番の青木さんと 4 番の飯澤さんお願いしたいと思います。 

 

（議事） 

それでは早速議事の方に入っていきたいと思います。第 1 号議案につきまして田中さんの方で

説明をお願いします。 

 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

それでは一番の所有権の移転でございます。地図は 1 ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいの A さんが所有いたします。 

大字伊那富字山口…番、地目は田、面積 1349 ㎡を 

大字伊那富…番にお住まいの B さんが取得するものです。 

譲受人の B さんは、申請地西側にお住まいで、以前より貸借にて申請地を耕作されており、自

宅続きで利便性も良いことからこの度取得し耕作されるということで申請がございました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能であります。 

このたびの権利の取得により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は

生じないものと考えられます。よって、農地法第 3 条第 2 項各号には該当せず許可の要件の全て

を満たしていると考えます。 

この件に関しましては赤羽委員、根橋推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜宮島会長＞ 

それではこの件につきまして担当の赤羽さんの方から説明お願いします。 

 

＜赤羽委員＞ 

先月の 15 日に私と根橋さんと宮澤行政書士と 3 人で立ち合いを行いました。以前から B さんは

この田んぼを耕作しており、A さんからそのまま譲り受けることになりました。特に問題はないと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願いし

たいと思います。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思い

ます。（全員挙手）はい、ありがとうございます。 

 

 



【議案第１号、４条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

4 条の 1 番について地図は 2 ページを、配置図は 3 ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいの C さんが所有いたします。 

大字伊那富字林下…番、地目は畑、面積 629 ㎡を資材置き場とするための申請でございます。 

申請地は既に事業が完了しているため、事実上追認の許可という形になります。今回申請者の

C さんより顛末書の提出を受けております。内容としましては、申請者は個人でリサイクル業を行っ

ており、再利用できるコンテナハウスや重機、農業機械などを自宅に隣接する申請地に置いていま

した。農地転用が必要ということを知らずに農地法の許可を取らないまま現在に至ってしまったとい

うことであります。内容から故意ではないということが伺えますので、追認という形ではありますが申

請を受理いたしました。 

申請地は、第 2 種中高層住宅専用地域の用途地域内でありますので、農地法第 4 条第 2 項第

1 号ロの（1）の第 3 種農地であり、原則許可で問題ないと判断いたします。 

この件に関しましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。この件につきましては後処理ということですけれども、担当委員の大井田

さんお願いします。 

 

＜大井田推進委員＞ 

この件は仲介業者の D 不動産と上島委員の 3 名で 5 月 16 日に現地確認をしております。C さ

んは実際今ご説明あったようにリサイクル業でその自分の敷地内のところに資材を置きた 

いという話でだいぶ前から資材を置かれていたようです。ということで確認は行いましたが、周りの

田んぼ畑にはほとんど影響はないだろうというふうに見えましたし判断できると思います。よろしくお

願いいたします。 

 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。それではこの件につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願いしたい

と思います。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。 

（全員挙手）ありがとうございました。 

 

 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

利用権の設定でございます。7 ページにもございますが、計 9 件 10 筆、面積は 11,516 ㎡であり

まして詳細は 7 ページに記載の通りであります。 



経営面積従事日数など農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項の各要件を満たしておりま

す。 

 

＜宮島会長＞ 

それでは利用権設定ということですけれども、この件につきまして質問ご意見がある方の挙手を

お願いしたいと思います。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いした

いと思います。（全員挙手）ありがとうございました。 

 

【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地の中間管理事業に関しまして計１件 1 筆の利用権の設定であります。詳細は 10 ページの

通りでございます。農地中間管理事業による中間管理候補農地整理簿に基づき、農地中間管理

機構である公益財団法人長野県農業開発公社と一筆 797 平方メートルについて 15 年 7 ヶ月の賃

借権を設定するものです。続きまして・・・（第 4 号へ） 

 

【議案第 4 号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

農地利用配分計画（案）については議案第 3 号で集積を決定した農地について農地中間管理

機構から受け手へ利用配分を計画するもので、全ての農地について認定農業者等、農地中間管

理機構より位置づけられた担い手へ配分されます。詳細は同じく 10 ページをご覧いただきまして、

株式会社キリノカへ一筆 797 平方メートルについて、15 年 7 ヶ月の賃借権を設定するものです。 

所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間および農地中間管理機構とキリノカとの

間では、それぞれ事前合意がなされておりますが、農業委員会は意見を述べることができますの

で、皆様のご意見を伺いたいと思います。 

 

＜宮島会長＞ 

それでは 3 号の利用集積計画につきまして、何か質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと

思います。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。 

（全員挙手）ありがとうございました。 

それでは議案 4 号の利用配分計画につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思

います。無いようですので、採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。 

 

（全員挙手）ありがとうございました。 

 

【議案第 5 号、非農地の承認について】 

＜田中事務局次長＞ 

12 ページをお願いいたします。 



非農用地証明書の交付申請であります。地図については 4 ページをご覧ください。 

辰野町大字伊那富…番地にお住まいの D さんが所有いたします 

中央…番、地目は田、面積 401 平方メートルについて申請がございました。 

理由といたしましては、申請地は 28 年前の平成 8 年より隣接するビルの駐車場として利用され

ていましたが、当時転用申請も提出されておらずに現在に至っております。 

申請地を農地に復元するのは容易でなく、農地として利用される可能性もないことから、辰野町

農業委員会非農用地証明事務取り扱い要領の証明基準に該当し、非農地とすることはやむを得な

いと思われます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員に現地を確認いただいております。 

 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして担当の大井田さんお願いします。 

 

＜大井田推進委員＞ 

本件も 5 月 14 日に E 不動産と、それから上島委員と 3 名で現地確認してます。隣の○○ビル

の駐車場として実際使われており、農地っていうよりも雑草地、駐車場というふうになってます。課

税はもう既に宅地で宅地課税になっております。特に問題はないかと思います。ご審議のほどよろ

しくお願いします。 

 

＜宮島会長＞ 

はいありがとうございました。この件につきましては私もあそこを通ったときに、だいぶ前から駐車場

になっていたんですけども、農地パトロールのときにこのようなとこがある可能性がまだたくさんある

と思います。そのようなことをまた確認意識していただきたいと思います。この件につきまして質問、

ご意見のある方は挙手を願います。無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお

願いしたいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

 

報告事項 

＜田中事務局次長＞ 

13 ページをお願いいたします。 

まず（1）ですけれども農地法第 4 条の農地を農業用施設に供することの届け出について、1 件

の申請がございました。詳細は 13 ページ、地図は 5 ページの通りであります。 

今回農業用ハウスの新設ということで申請がございまして、添付書類含め完備しておりましたの

で、事務局長専決により書類を受理いたしました。 

次に（2）下段になりますが農地法第 18 条第 6 項の規定による届け出について合意解約、計 1

件 13 ページの通りであります。こちらについても添付書類含め完備しておりましたので、事務局長

専決により書類を受理いたしました。 



報告事項は以上でございます。 

 

＜宮島会長＞ 

ただいまの 2 件ですけども報告事項ということですが、質問がなければ。 

 

＜野澤委員＞ 

今回の上島さんの件なんですが、これはパイプハウスですよね。 

下はコンクリートでうちとかそういうあれじゃない。その場合に、パイプハウスを設立するという場合

には、基本的には届け出が必要？ 

 

＜事務局 中澤＞ 

今回の場合は農業用のトラクターとかそういった機械を入れるっていうことでしたので、受理しまし

た。以前あったのはその中で育苗するためのハウスとして建てるということでしたので、その場合は

届出は必要ないということでした。 

 

＜野澤委員＞ 

その中の使用目的によっては届け出が必要ということになりますよね。今の中澤さんの解釈の中

では、それが一応基本的には届け出をしなければいけないパイプハウスみたいなものは、今みた

いに農作物を作る以外に農機具置き場なんかも必要になると。そこまで、それ見れば見なきゃいけ

ないんだろうけど。だから、割と皆さん私達もそうですけど、パイプハウスって簡単に気楽に作っちゃ

うんだけど。だからこの間もそうですけど、何か置き場所に簡易的にパイプハウスを使ったりされてる

方がいいんだけどその辺は。 

 

＜宮島会長＞ 

使用目的というよりも永久的にそこを使うっていうのと、それとパイプハウスみたいなものは片付け

ればすぐ農地になるっていうそういう状況なので、それでやるのかそれともコンクリートで打ってもう

永久的に申請するのかっていう、そこら辺のこともどうでしょうかね。 

 

＜飯澤委員＞ 

ちょっと私もこれは恒久的な施設と思っていたもんですから。 

 

＜事務局 中澤＞ 

そうです。これは今回の場合は恒久的だということでした。 

 

＜飯澤委員＞ 

今言うように、独立基礎だとか無くて、すぐに移動ができるような簡易なものっていうのは、転用許



可の不要の部分だと思うんですね。それ以外の場合は届け出が必要ということなんだけれども、許

可の基準からいくと転用に相当するものというふうに考えるのが相当だと思うので、路側基礎を作

て、しっかりしたものを作る場合には、当然、届出をしなきゃいけないと思うんですけれども。 

移動もできるような場合には、この届け出っていうのは受理する必要はないんじゃないかと思うんで

すけども、ちょっと私も見てないもんだから今までそんなんしてますけれど。 

  

＜野澤委員＞ 

多分○○さんとしては心配だったから報告に来たって言ったことがあるんですけど、その辺のとこ

ろをカクイチさんとかメーカー物の建物を車庫にする場合は必要だってことで私も認識をしてるんで

すが。これパイプハウスだと、割と皆さん、私の畑の周りもいろいろ水稲の苗を作りたいんだとか、ち

ょっと野菜を作りたいんでと言って、作られる方がたまにいらっしゃるんでそれをいちいち申請しな

きゃいけないのかなとも。次回でも良いので、その辺どういう基準で申請はどこまでが必要かってい

うのをもしわかったら教えていただければと思います。 

 

＜田中事務局次長＞ 

私も不勉強で申し訳ありません。ちょっと整理させていただいて次回お話できるようにしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

＜田中事務局次長＞ 

一つ情報提供という形でお耳に入れておきたいと思います。 

実は先日神奈川県の株式会社 G というところから照会がございまして、この会社は有機種子、種

ですね、を中心に有機農業 SDGS の推進に貢献する商品を取り扱っている企業とのことでです

ね、有機農業推進のまちの宣言をしている辰野町に自社圃場の相談ということでご連絡をいただき

ました。 

ちょうど来月の 6 月 19 日農地相談会をやってる日にお越しの予定なんですが、時間の都合で

午後お話をするということで、事務局の方で対応をさせていただきますのでご承知おきをお願いい

たします。 

株式会社 G というところでホームページ検索しますと載っております。また話を聞いてお話できる

ことございましたら、報告させていただきますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

 

＜野澤委員＞ 

辰野へ圃場を作って？ 

 

＜田中事務局次長＞ 

圃場をっていうことの相談ですね。借りたいとかっていう話になるのか。 

方々にお話をしているようなんですけどもなかなか具体的に進まないようでして、辰野町で有機



宣言をしてるっていうことでホームページで情報を取られたようで、企業支援の関係の方の係に最

初の相談が行ってですね、こちらに回ってきたのでまだ具体的な話は聞いておりませんので、その

19 日のときに聞いてみたいと思っております。 

 

＜岡田事務局長＞ 

全体を通して皆さんからもしあればこの場でお願いします。 

慎重審議を皆さんにお諮りいただきまして本日は内容的にはまとまってまいりましたし、また皆さ

んにお知らせする内容いくつかありますのでまたよろしくお願いいたします。それでは閉会でござい

ます。野澤代理お願いいたします。 

 

＜野澤職務代理＞ 

本日も慎重審議ありがとうございました。 

今週結構天気良さそうなので、こまめに水分補給とるように気をつけていただいて。 

これで閉会といたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、これに記名

押印する。 

 

 

令和   年   月   日  

 

  会      長                 印  

 

議事録署名人                 印  

 

議事録署名人                 印  

 


